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豊かな感性は人の心を動かす  

                               校長  佐藤  政彦  

１学期終業式では、今流行している ChatGPT（生成 AI）を活用して校長講話を行いました。

ChatGPT に、「１学期の終業式に、中学生へ向けた校長先生からの話」と質問を入れたところ、思いの

ほかしっかりとした回答が返ってきました。スマートフォンを見ながら講話を行ったのですが、生徒達は違和

感を覚えながらも、真剣な眼差しで耳を傾けていました。  

使用して思ったことは、確かに表現がうまく、的確な言葉も多いのですが、どこの中学校や場面にも使え

る話になっており、温かみがないというか無機質な感じがしました。それは当然のことで、四中に特化する

情報を AI が知り得ることはありません。講話や論文等の作成では、話の柱や文章の構成を組み立てるに

はとても有効なツールですが、聞き手や読み手の心を動かすまでには、あと一歩何かが足りないように思

いました。ですが、新時代へのすばらしいツールであることは、間違いありません。  

文部科学省は今年７月４日付で、「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガ

イドライン」を発表しています。ガイドラインでは、教育利用の方向性が主に書かれており、その中には、情

報活用能力の育成・強化や活用の適否に関する考え方（作品やレポートについて、そのまま成果物として

提出することは不適、英会話の相手としては適など）、年齢の制限などがまとめられています。１学期終業

式では、使用にあたって、保護者の許可が必要であることや、夏休みの宿題となっている人権作文、税の

作文での丸ごとコピーの禁止について注意を促しました。  

利用の仕方次第では、大きな可能性を秘めている生成 AI ですが、学校現

場での実践的使用はまだ先になるでしょう。その時までに、生徒たちには、情報

モラルを身に付けさせ、利活用でのメリット・デメリットをしっかりと学ばせ、教員

は、子どもたちの発達の段階に応じた効果を検証し、情報の真偽を確かめる目

や AI リテラシーを向上させなくてはなりません。  

 

８月２９日（火）、２学期始業式を行いました。休み中は大きな事故やケガ等なく、みな元気に明るい笑

顔で登校してきました。夏休みの中、ご家庭でのお子様の様子はいかがだったでしょうか。昨年よりも外出

する機会が増え、たくさんの思い出を作られたことでしょう。そして、今頃は、お昼ご飯の心配がなくなり、少

しホッとされているころではないでしょうか。  

生徒の皆さんは、３９日間の夏休みはどうだったでしょうか。３年生にとっては、今までにはない充実した

（または、辛いｏｒ悔いが残る）夏休みになったことでしょう。１・２年生は、本物に触れることができたでしょう

か。きっと、貴重な体験をして、ひとまわり成長したことと思います。ここで得た力をさらに伸ばすためにも、

始業式で話をした、「継続は力なり」を意識して行動し、実りある２学期にしていきましょう。  



 「食べる」＝「楽しい」  

 3 年前、私の前任校では、新型コロナウイルス対策のため、

クラスを 2 グループに分けて登校させた時期がありました。

分散登校と言われるものです。徐々に給食も再開されました

が、当初は、お祭りで使用するようなビニールパックに入っ

た簡易的な食事でした。温かい汁ものはありませんでした。

みんなで食べられることが嬉しかったのですが、当然、黙食

でした。たまにクラスの場を和ませようとおどける生徒もいましたが、それでも感染対策

のためにみんな必死で、黙々と食べました。教卓を向いて食べるのですが、みんな“たべ

もの”をただ口に運び入れているといった感じに見えました。食事中に聞こえるのは、カ

チャカチャとプラスチック製のスプーンがビニールパックと擦れる音だけでした。  

『政府広報オンライン』（公式 HP）に、食事の記事があ

りました。「食事の場は、コミュニケーションの場でもあ

ります。（略）家族や仲間と、会話を楽しみながら、ゆっく

り食事をする機会を増やしましょう。（略）」  

 いよいよ、本校でも給食時間は、対面にして班ごとに集まって食事をとる従来のスタイ

ルを全校で試行します。皆さん、どうでしょうか。今までマスクを着用していて、人前で

外すことがなかった皆さんは逆に新鮮でしょうか。不安な気持ちの方が強いでしょうか。

できれば、食事の時間を皆さんで楽しんでほしいです。不安な生徒の気持ちも配慮しなが

ら、普段の何気ない学校生活やくだらない話、昨日テレビでみたこと、なんでもないその

日々は“今”この瞬間だけなのです。ここで出会えた、不思議な縁で結ばれたこの仲間、

友だちとの時間を大切に愛おしんでほしいのです。その当たり前の毎日が、突如目の前か

ら消えていった経験があるからこそ皆さんに伝えたい。“今”を精いっぱい楽しんで、素敵

な時間を過ごしましょう☺♪              （文責  副校長  千葉）  

 

四中生の熱い軌跡（夏休み期間中の活動結果報告）    

 吹 奏 楽 部：東京 都 中 学 校 吹 奏 楽 コ ン ク ー ル  B 組 銀 賞   

 男子バレーボール部：調布市中学生バレーボール交流大会 準優勝  

むさしの国中学バレーボール大会 準優勝  

        2-1 那住索道さん    優秀賞  

 女子バレーボール部：調布市中学生バレーボール交流大会 準優勝  

 

 

 

 

 

 

『幸せのクローバー🍀見つけ“隊”』  

・夏休み期間中に部活動等で校舎内に入った生徒は知っているかも  

しれません・・・。PTA の方から冷水機を寄贈して頂きました。  

職員室入り口前に設置されているので、ぜひ利用してください。  

残暑が厳しいようですが、冷たい水が飲めるって“幸せ”💛 

みんなでシェアしながら、仲良く使っていきましょう♪  

 


